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       平成２３年３．１１東日本大災害直後にビニールハウスの上に置くソーラ
ーパネルのアイディアが民間から農水省に提案されたが、農水省は農地
法に抵触するとの懸念から否定的に回答した。しかしその後、農地の耕作
放棄化が止まらない事を踏まえて、農水省は平成２４年「農業用施設用地
の大規模野菜生産施設等建築」の農地転用基準の見直し」を発表した。
そのなかの「低コスト耐候性ハウスの例」はまさにかつての提言を追認す
るものであった。さらに翌年の平成２５年、農水省はプレスリリースという形
で、「農地における営農型太陽光発電の緩和」を発表した。この二つの発
表は農水省が、今までの様な、圃場整理や補助金政策では事態が打開で
きないとの認識に立ったと解釈できる。しかしこの発想が地方の農業委員
会を直ちに動かすことはなく、また県によってその動きの速度にも違いが
ある。よって規制緩和を感じながらも、大規模温室栽培を本格的に建設す
る前に、小規模な営農型太陽光発電を広く普及して、緩和の素地をさらに
進める様とする研究である。	

1.はじめに 



4 

2.農林水産省、農地での野菜工場の見解	
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3.営農型太陽光発電	
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4.低コスト耐候性ハウス（ビニールハウス）と	
ソーラーパネルの合体	

  ２＠以内の敷地であれば農地にビニールハウスが建てら
れる。ではビニールハウスの定義とはなんであろうか。	
簡単に取り外しができる農業施設と埼玉県は定義している。
では何を持って簡単と言うのであろうか？県の説明ではコ
ンクリート性の地面でないことと説明している。コンクリート
が地面に使われていなければ撤去が簡単であるという事
である。ではそれにソーラーパネルを載せても良いかとの
質問には、支柱にソーラーパネルを載せる補強をしてはい
けない条件を付けている。つまりビニールハウスを建設す
る段階から単管パイプのような丈夫な柱を使えばよいので
ある。つまり人が入れるくらい背の高い架台の上に乗って
いるソーラー発電施設に温室効果があるフィルムを貼れば
よいという事になる。ソーラー発電施設を建設するには農
地転用が必要になるが、単管パイプ製のビニールハウス
の上にパネルを載せることはかまわないとの見解である。
同じことではないかとの反論が出るのは当然だが、県は既
にビニールハウスとしてその施設が存在するなら、ハウス
内に作物が植わっているはずだからと説明している。作物
が植えているハウスの上は自由に使ってもよいとの見解を
示した。	
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5.ＳＶＨとは	

  ソーラーパネルの下で農業をする発想を１８０度転換した営農型太陽光発電事業である。こ
れまではいかに、ソーラーパネルの下で営農するかに腐心していた。その結果、パネル設置
面積が二倍になり、二倍の用地が必要になったり、架台コストが上昇したり、単収が落ちたり
することが当たり前だったし、農地の一時転用や三年後の見直し等々で普及は遅々として進
まなかった。そこで発想されたのがソーラーシェーディングという手法である。暗がりを好む、
ハーブや菌類、薬草を栽培することで、パネルをまばらに置かずにすみ、用地は半分、架台コ
ストも大幅に下がったし、嫌光作物はその単収を伸ばした。しかし、農地の一時転用が農業委
員会の抵抗を免れることはなく、普及速度も上がっていない。そこで、さらなる発想の転換が
行われた。２０＠未満のビニールハウスは届け出がいらない。それではこの２０＠に如何にし
て求められる５０ＫＷ（低圧の上限）のソーラーパネルを搭載するかの工夫があればＳＶＨは実
現する。	
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（１）ソーラーシェアリング 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）ソーラーシェーディング 
 
 
 
	

6.営農型太陽光発電施設がＳＶＨに至るまで	

（３）ＳＶＨソーラービニールハウス	
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7.ソーラーシェアリング・ソーラーシェーディング・ソーラービニールハウス	
３タイプの比較表	

ソーラーシェアリング	 ソーラーシェーディング	 ソーラービニールハウス	

面積	 広い	 狭い	 狭い（２aに限られる）	

コスト	 高い	 安い	 安い（躯体だけ）	

単収	 減	 増	 倍増	

作物種類	 何でも	 嫌光作物のみ	 嫌光作物のみ	

農地転用	 一時転用	 一時転用	 なし	

三年毎の検査	 有	 有	 なし	
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8.さらに大規模に野菜工場と太陽光発電の融合	

参照元：GreenT発電所	
	

参照元：村上農園ホームページ 
 

全自動農業 
 
 

参照元：Gigazine･･･ベ
ジタス「野菜工場」亀岡
プラントで野菜の安定
供給の次世代スタイル
を見た	
	



11 

昼 揚水 

夜 落水 

揚水発電所 

9.野菜工場と揚水発電の融合　	

	
灌漑水路	

原子力発電のために作られた揚水発電をソーラー野菜工場に使う。	
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　　　地方創生が叫ばれてかなりの時間が経過するが、地
方の人口は減るばかりである。農業補助金が大量にばら
まかれてきたが、地方の凋落は酷い物である。発想を転
換すべきである。ＳＶＨはＩＯＴやＡＩと連系するようになって
行く。そうすれば農家や農業法人の人々は食品の開発や
マーケティングといった６次産業農地の２次と３次で活躍
するようになれる。ＪＡの農業生産部門が不振になっても
若い職員の活躍で保険を含む金融が盛況であることから
もそれが裏付けられている。ＳＶＨのようなハードの発想
転換に加え、畑仕事から若者を開放して知的労働者とし
て活躍させるソフトな発想転換も地方創生には必要では
ないだろうか。	

10.まとめ 


